
   

 

   

 

スマホによる記憶力への影響について 

Ⅰ要旨 

 「スマートフォンによる記憶力への影響」について研究した。 

 スマホ使用の有無によって成績の増減があるのかを調査した。既存の知識にないような

漢字 20 問分を記憶してもらい、その中から 10 問出題するという実験を行った。結果とし

て、使用した人の成績が減少した。そこから新たに「学習時間と休憩時間の増加によって

成績の増減があるのか」という問いを立てた。実験の内容は前回と同じ状況で行った。結

果として、前回よりも記憶力は減少した。 

 ２つの実験の結果から私たちが出した結論は「学習中のスマホ利用をしない方が記憶力

が向上しやすい」となった。 

 

Ⅱ調査① 

 １研究の目的 

  スマートフォンが記憶力へ与える影響について研究する。私たちは普段の勉強後にス

マートフォンを使用する事が多い。だが、その後のテストではあまり良い結果が得られ

なかった。そこで私たちは、スマートフォンによる記憶力への影響について調べること

にした。 

 三浦 將太(2022)によると大学生 38345 人を対象に調査したところ、学習中にスマート

フォンを使用している人の方が学習成績が悪い傾向にあった。そこで、学習後のスマー

トフォン使用時ではどうなるのかと思い、研究する事にした。先行研究では LINE を使

用していたが、今回はより学習後の状況を再現するためにスマートフォン使用時の内容

については限定しないこととする。 

 

 ２研究の方法 

(1) 調査方法 

今回は岩倉総合高校３年生 20 人を対象に調査を行った。実験内容は以下の通りであ

る。 

① 漢字 20 問が書かれた暗記用紙を 3 分間で暗記してもらう 

② 1 組 4 人で実験をする。スマホを使用する人 2 人、使用しない人 2 人に分かれて

もらい、休憩時間として３分間自由に過ごしてもらう 

③ その後、最初に配布した暗記用紙の中から 10 問選出した問題用紙を解いてもらう 

使用した問題は以下の物を使用した。 



   

 

   

 

 

(2) 結果 

 

    
  スマホを使用した人の平均点は 4.9 点、使用しなかった人の平均点は 5.7 点となった 

 

３考察 

  結果よりスマホを使用しなかった人の方が使用した人より平均点が高かった。このこ

とから、脳が暗記するために必要な労力に加えて、スマホからの情報も処理しようとする

ため、情報量が使用したときの方が多くなるからなのではないかと考えた。では、学習時

間や休憩時間を延ばした場合、どのようになるのだろうか。 

Ⅲ調査② 

 １研究の目的 
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  黒木 尚長(2019)によると、記憶力は 20 分後には 42%、1 時間後には 56%、1 日後に

は 74%減少すると書かれていた。このことから時間が経つにつれて記憶力は減少していく

ことが分かった。この研究ではスマートフォンを使用しない状況での結果である。そこ

で、学習後の時間にスマホを使用した場合にはどの程度記憶力が減少するのかを調査する

事にした。 

  

 ２研究の方法 

(1) 調査の方法 

① 漢字 20 問が書かれた暗記用紙を 3 分間で記憶してもらう 

② 1 組 4 人で実験をする。スマホを使用する人 2 人、使用しない人 2 人に分か

れてもらい、休憩時間として６分間自由に過ごしてもらう 

③ その後、最初に配布した暗記用紙の中から 10 問選出した問題用紙を解いても

らう 

使用した問題は以下の物を使用した。 

 

  (2)結果 



   

 

   

 

  
スマホを使用した人の平均点は 3.6 点、使用しなかった人の平均点は 5.2 点となった 

   
前回の結果と比較するとこのようになった。 

  

３考察 

  前回の結果と同様にスマホを使用した人の方が使用しなかった人より点数が低かっ

た。しかし、前回よりも使用した人は 1.3 点、使用しなかった人は 0.5 点平均点が低か

った。このことから先行研究と同様に休憩時間を延ばすと、成績が悪くなることが分か

った。また、割合に直すと、使用した人は 27%、使用しなかった人は 9%成績が減少し

たことになる。先行研究と比較してみると、20 分時点で 42%減少しているが、6 分でも

半数近くの値が見られた。このことからスマホを使用した状態だと通常の状態よりも記

憶力の減少幅が大きくなることが分かった。 
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 Ⅳ結論 

  「休憩時間中にスマホを使用せずに、過ごしていた方が成績が上がる」というのが、

私たちの結論である。全体を通して、スマホを使用しない方が成績が上がることが分か

った。このことは先行研究での「LINE の利用傾向および受信メッセージ念慮性と学力

の関連」からも言えることである。また、休憩時間中のスマホの利用時間を延ばすと、

より成績が減少する事も分かった。 

  

Ⅴ感想 

  今回はスマホの使用時間によって、成績の変動を調べた。だが、スマホの使用の有無

による成績の差やより長期的な目で見た際にどのくらいの差ができるのかなどまだまだ

研究の余地があると感じた。また、今回はテストで記憶する言語を漢字に設定したが、

英語やより馴染みのない言語だとどうなるのかなど、様々な状況でこの実験をしてみた

いと感じた。 
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